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小児環境保健に関する大規模疫学調査の国際的な動向について 

 

１．はじめに  

 

小児環境保健に関する約 10 万人規模の大規模疫学調査として、米国、デンマーク、

ノルウェーの３カ国と、近年調査計画された韓国、イギリスの２カ国の概要は以下の

通り。 

国名 出生コーホート調査の名称 リクルート

数（計画） 

状況 

アメリカ 全 米 子 ど も 調 査 （ National 

Children’s Study (NCS)） 

約 10万人 2014年に中止 

デンマーク デンマーク全国出生コーホート（The 

Danish National Birth Cohort 

(DNBC)） 

約 10万人 1996 年に開始 

調査継続中 

ノルウェー ノルウェー母子コーホート調査 

（ Norwegian Mother and Child 

Cohort Study (MoBa)） 

約 10万人 1999年に開始 

調査継続中 

韓国 Korean Children’s Environmental 

Health Study (KO-CHENS) 

約 10万人 

 

2015年に開始 

調査継続中 

 

イギリス Life Study 約 8万人 

 

2015年に中止 

 

 

２．全米子ども調査（National Children’s Study (NCS)）のその後 

 

2.1 全米子ども調査（NCS）最終報告書（2014）1 

2.1.1 評価 

アメリカ国立衛生研究所（NIH）のアドバイザリー委員会は、NCSの最終目標は有

益で、最優先で支援を行うべき調査であるとしつつも、NCS の調査目的、研究計画、

運営状況を評価した結果、調査は実現可能ではないと判断した。その主な根拠は、以

下の通り。 

 

① NCS の研究計画では、環境と子どもの健康と発達の解明に有意義な知見を与え

るというNCSの最終目標は達成できない。  

② NCS は、子どもの健康に影響を与える要因について、新たな生物学的な知見と

新技術の導入を行っていない。 

                                                   
1 出典：http://acd.od.nih.gov/reports/ncs_wg_final_report.pdf 

NCS Final Report, 2014 

資料５ 
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③ 米国の確率標本の潜在的な価値はあるものの、NCS のサンプル収集方法は複雑

で完遂が困難である。 

④ NCSの管理運営と研究チームは、研究内容に十分に合っていない。 

 

上記の他、2015年に本格的な調査を開始予定のNCSには、詳細な手順書（MSOP：

a manual of standard operating procedures）が無く、手順書の作成には最低でも 18

～24 ヶ月が必要とする NCS の回答について、アドバイザリー委員会は実現性が低い

と考えている。今後予算制限が見込まれる中、この様な状況で科学的な研究計画を立

て、調査の推進を行っていくことは困難であると判断した。 

 

2.1.2 提言 

  NCS 終了後の次のステップとして、アドバイザリー委員会は、以下の事項を提言

している。提言は、アドバイザリー委員会が、子どもの健康と発達に影響を与える

環境要因を解明するために、次のステップとして提案した予備的考察である。NCS

の研究計画は実現不可能なため、NIH が新たな研究計画の支持とサポートを行うこ

とを薦めている。そうする事で NCSが目標としていた事項は、より実現可能で達成

しやすくなるだろうと述べている。  

・ NCS で得られたデータの一部は有益であり、子どもの健康と環境のメカニズム

の一部が解明できる可能性がある。そのためデータをアーカイブして、研究者か

ら解析依頼があり次第、利用できるようにする。 

・ 子どもの健康に関する研究は、子どもの発達と、それに係る環境要因・行動要因・

社会的要因・生物学的要因の各々との相互関係について調べる必要がある。また、

子どもの健康に影響を与える決定因子の研究は、生物学的進歩及び科学技術の発

達を取入れて行うべきである。 

・ その他、科学的アプローチを行うには、幅広く科学界から知見を求めることが必

要である。具体的には、以下のアプローチについて検討することが考えられる。

1）調査内容毎に設計された小規模な調査の実施とその積み重ね。2）複数の機関

における研究班同士のネットワークの構築、3）縦断調査の生体試料収集とバン

キングを重視したコーホート研究計画、4）確率標本の取得。 

 

2.2 現在の米国の取組み 

 

①NCSデータの有効利用2 

  NCS データのアーカイブ（保存）と利用に関するガイダンスが下記 URL で公開

されている。https://www.nichd.nih.gov/research/NCS/Pages/researchers.aspx 

 

②Environmental Influences on Child Health Outcomes (ECHO)の開始 3,4,5,6, 

                                                   
2 出典：https://www.nichd.nih.gov/research/NCS/Pages/researchers.aspx 
3 出典：https://www.nih.gov/echo 
4 出典：“NIH awards more than $150 million for research on environmental influences 

on child health,” National Institute of Health, 

https://www.nih.gov/news-events/news-releases/nih-awards-more-150-million-resea

rch-environmental-influences-child-health 
5 出典：“Children’s Health and Exposure Analysis Resource Core,” National Institute of 

Health, https://www.nih.gov/echo/childrens-health-exposure-analysis-resource-core 
6 出典：CHEAR, https://chearprogram.org/ 

https://www.nichd.nih.gov/research/NCS/Pages/researchers.aspx
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  アメリカ国立衛生研究所（NIH）は、既存の出生コーホート研究を利用して、環

境曝露と子どもの健康との関連性を調査する  ECHO プログラムを開始した。

ECHO プログラムでは、下記４つの小児の健康にフォーカスする。研究では、標準

化したコアデータセットを共有する。（パンフレット参照） 

 

 1) 上気道・下気道 

 2)  肥満 

 3)  胎児期～出生後の病気 

  4)  精神神経発達 

 

③ Children’s Health and Exposure Analysis Resource （CHEAR） 

  CHEAR は国立環境健康科学研究所（National Institute of Environmental 

Health Science：NIHS）が助成、主導しているプログラムであり、NIHの助成によ

り実施されている子どもの健康調査から幅広く試料の受け付け及び分析、分析デー

タの提供を行っている。 

  また、CHEAR は、ECHO により収集された生体試料の分析、分析データの提供

も行っている。 
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3. デンマーク全国出生コーホート（The Danish National Birth Cohort (DNBC)）  

 

3.1 概要7, 8 

デンマーク全国出生コーホート（Danish National Birth Cohort（DNBC））は、受

胎から幼児期にかけての期間が後の健康状態にどのように影響を及ぼすか調査するこ

とを目的とし、1996 年に開始された。妊娠 12週、妊娠 24 週、生後 6 か月及び生後

18 か月に実施した計 4 回のインタビュー調査が基礎となった。さらに、食物摂取頻度

質問票（FFQ）を妊娠 26週目の妊婦に郵送した。コーホート調査開始以降、その他の

情報は国家登録から得た。北欧諸国では、全市民を対象とした個別の ID 番号が導入さ

れており、疾病、人口統計、社会生活状況に関する住民ベースの登録情報を個人レベ

ルで結び付けることが可能であるため、この種の調査に非常に適している。 

妊娠期間中に母親から血液試料を 2 回採取し、出産時には臍帯血を採取した。採取

した生体試料はデンマーク国立バイオバンクにて現在保管している。 

DNBC は 7 年間のフォローアップを実施し、2010 年 8 月に完了した。また、両親

及び子どもを対象としたインターネット質問票調査を含む 11 年目のフォローアップ

を 2014 年 8 月に完了した。別途、母親の健康と幸福度に関するフォローアップを 

同年に実施した。現在実施している 14 歳を対象とした食物摂取頻度に関するデータ

収集は、2017 年 7 月に終了予定である。コーホート参加者の 25% を対象に、6 か月

ごとに性徴の指標に関する質問を行う「性成熟の開始に関するデータ収集」も現在進

行中である。公衆衛生上の重要な課題である精神衛生については、2016 年 2 月から

250 項目の質問票を用いて、18 歳を対象に開始予定である。 

これまで査読付の論文を 370報以上公表している。 

 

3.2 環境曝露に関する論文数 

環境曝露に関する論文が、何件あるか文献検索を実施した。文献検索データベース

として PUBMEDを利用して、"Danish national birth cohort" と環境曝露に関するシ

ソーラス用語を組み合せて検索した結果を以下に示す。 

環境曝露（Environmental Exposure）の研究が約 49件ヒットした。 

 

キーワード シソーラス用語 

 (PUBMEDではMesh Terms) 

ヒット

件数 

Danish national birth cohort なし 347 

Danish national birth cohort +Public Health 293 

Danish national birth cohort + Environmental Pollution 51 

Danish national birth cohort + Environmental Exposure 49 

Danish national birth cohort + Maternal Exposure 25 

Danish national birth cohort + Occupational Exposure 20 

Danish national birth cohort + Environmental Monitoring 4 

Danish national birth cohort + Paternal Exposure  1 

 

 

 

                                                   
7 出典：第４回エコチル調査国際シンポジウム（2015年 12月 15日） 
8 出典：http://www.ssi.dk/English/RandD/Research%20areas/Epidemiology/DNBC.aspx 
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  （出典：第４回エコチル調査国際シンポジウム） 
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4. ノルウェー母子コーホート調査 

（Norwegian Mother and Child Cohort Study (MoBa)） 

 

4.1 概要9, 10 

ノルウェー母子コーホート調査（Norwegian Mother and Child Cohort Study

（MoBa））は 1999 年に開始され、2008 年にリクルートが終了した。データ収集は妊

娠単位で実施された。参加率は 41% であった。コーホートには、少なくとも子ども

114,000 人、母親 95,000 人、父親 75,000 人が含まれており、約 1,900 組の双生児が

誕生している。約 16,400 名の女性については、複数回の妊娠において参加している。

参加者からは血液試料を、妊娠期間中は両親から、出産後は母親及び子ども（臍帯血）

から採取した。採取した DNA、RNA、全血、血漿、尿の各試料はバイオバンクに保管

している。また子どもが 6 ～ 7 歳の時には、乳歯を収集した。生体試料はサブ調査の

参加者からも採取している。妊娠期間中、母親は 3 回の質問票に、父親は 1 回の質問

票に回答した。子どもが 6 ヶ月、18 ヶ月、3、5、7、8 歳になった際にも質問票を送

付した。これら質問票では、子どもと母親の健康状況及びばく露に関する内容につい

て調査している。 

MoBa から無作為抽出した 11,000 組の母親・父親・子どもを対象に、一塩基多型

（SNP）遺伝子型決定を実施してきた。1,000 組のサブセットについては、環境中化

学物質のバイオモニタリング及びリクルート期間中測定値との比較のため、父親、母

親、8 歳の子どもを対象に新たに生体試料を収集中である。MoBa からは、様々な曝

露及びアウトカムを対象とした報告が既に約 400 報公表されている

（www.fhi.no/moba-en 参照）。遺伝子配列解析、エピジェネティクス、トランスクリ

プトミクス、プロテオミクス、メタボロミクス、エクスポソームに関連する新技術に

ついては近年成果を上げつつあり、今後も、これらの新規技術は、疾病の原因及びメ

カニズムを解明していく上で役立つとみられている。 

 

4.2 環境曝露に関する論文数 

環境曝露に関する論文が、何件あるか文献検索を実施した。文献検索データベース

として PUBMEDを利用して、"Norwegian mother and child cohort study" と環境曝

露に関するシソーラス用語を組み合せて検索した結果を以下に示す。 

環境曝露（Environmental Exposure）の研究が 39件ヒットした。 

 

キーワード シソーラス用語 

 (PUBMEDではMesh Terms) 

ヒット

件数 

Norwegian mother and child cohort study なし 407 

Norwegian mother and child cohort study +Public Health 330 

Norwegian mother and child cohort study + Environmental Pollution 47 

Norwegian mother and child cohort study + Environmental Exposure 39 

Norwegian mother and child cohort study + Maternal Exposure 24 

Norwegian mother and child cohort study + Environmental Monitoring 5 

Norwegian mother and child cohort study + Occupational Exposure 1 

Norwegian mother and child cohort study + Paternal Exposure  1 

                                                   
9 出典：第４回エコチル調査国際シンポジウム（2015年 12月 15日） 
10 出典：www.fhi.no/moba-en 
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5. 韓国の取組みKorean Children’s Environmental Health Study (KO-CHENS) 11  

 

韓国において、2015 年から 2019 年に 10 万人の妊婦をリクルートし、22 歳まで追

跡調査を行って、環境化学物質が子どもの健康に与える影響を調査することとなった。

調査の愛称は、「KO-CHENS」である。 

10万人のうち 65,000人（追って 30,000人追加予定）はメインコホートと呼ばれる

調査、5,000人はコアコホートと呼ばれる詳細調査を行う計画である。 

2015年に、約 1,500人のリクルートを行ったことが国際学会（ISEE-ISES AC2016：

国際環境疫学会・国際曝露科学会アジアチャプター2016年）で報告された。 

  

                                                   
11 出典：ISEE-ISES AC2016 (International Society for Environmental Epidemiology and 

International Society of Exposure Science – Asia Chapter 2016) Abstract Book, June 

26-29, 2016, Sapporo, Japan.   
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6. 英国の取り組み  

 

6.1 英国大規模出生コホート調査（Life Study）概要12,13 

英国では古くは 1946 年より出生コホート調査が行われているが、2014 年、8 万人

以上の乳幼児を対象とした英国初の大規模出生コホート調査として Life Studyが開始

された。2014～2018年にかけて、リクルートを 6万人の妊婦及び 2万人の乳幼児を対

象に行い（計 8万人）、乳幼児期における社会的、身体的環境が子どもの発達や健康に

与える影響を調査することを目的とした。 

 

6.2  Life Study中止について14,15 

Life Study は、2016 年 7 月までに 16,000 人をリクルートすることを目標としてい

たが、2015年 9月時点での登録者は 249人であった。この事実に鑑み、Life Studyの

所管機関である the Economic Social Research Council （ESRC）は同調査の中止を

決定し、2015年 10月 22日に公表した。Life Study中止後取りまとめられたレポート

（Lessons Learned Report）では、中止に至った最大の要因を、予想を大きく下回っ

た登録者数とした。 

                                                   
12 出典：http://www.lifestudy.ac.uk/www.lifestudy.ac.uk/ 
13 出典：http://www.lifestudy.ac.uk/about/scientificsummarya 
14 出典：Helen Pearson, Massive UK baby study cancelled, Nature, vol. 526 (2015): 

620-621 
15 出典：Susan Morrell and John Headley, “Life Study Lessons Learned Review,” 

Professional Support Unit 


